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登
場
人
物

ト
ウ
マ

カ
イ
ト

コ
イ
シ
カ
ワ

ミ
ズ
キ

コ
バ

ケ
ン
ジ
ロ
ウ

シ
ョ
ー
ン

ホ
ワ
イ
ト

エ
リ
ー

ヒ
ジ
カ
タ

シ
ゲ
ル

八
潮
（
倒
れ
て
い
た
男
／
台
詞
無
し
）

警
官
１

警
官
２

主
婦

救
護
医
師

イ
ト
イ
ガ
ワ
技
官
…
…
…
…
Ｕ
Ｄ
Ｆ
科
学
分
析
班

メ
デ
ィ
カ
ル
班
隊
員

ピ
ッ
ト

レ
オ
ー
ル

ピ
ッ
ト

ノ
ヴ
ー

エ
レ
キ
ン
グ
（
二
体
）

幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
（
複
数
）



○
住
宅
街
／
夜

住
宅
街
に
走
る
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
Ｐ
Ｃ
。

○
ア
パ
ー
ト
／
部
屋
前
／
夜

近
隣
住
民
が
、
あ
る
ド
ア
を
取
り
巻
き
ひ
そ
ひ
そ
話
し
て
い

る
。
そ
こ
に
や
っ
て
く
る
制
服
警
官
。
主
婦
、
警
官
に

主

婦
「
す
ご
い
声
上
げ
て
暴
れ
て
た
の
よ
！
」

警
官
１
、
「
判
っ
た
」
と
制
す
る
。
ノ
ッ
ク
す
る
警
官
２
。

警
官
２
「
八
潮
さ
ー
ん
？

警
察
で
す
。
八
潮
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か

返
答
は
な
い
。
警
官
２
、
１
に
目
配
せ
。

警
官
１
、
ド
ア
を
力
任
せ
に
開
け
る
。

○
八
潮
の
部
屋

入
っ
て
き
た
警
官
、
目
を
剥
く
。

散
ら
か
っ
た
室
内
に
倒
れ
て
い
る
八
潮
。

警
官
２
「
（
無
線
に
）
え
ー
こ
ち
ら
寺
町
１
２
。
通
報
の
あ
っ
た
ア
パ
ー
ト

に
意
識
不
明
者
一
名
…
…
」

男
の
傍
ら
に
は
、
大
き
な
水
槽
が
転
倒
し
て
お
り
裵
裵

警
官
１
「
何
だ
こ
れ
は
…
…
」

ぴ
く
り
と
も
動
か
な
い
で
い
る
、
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
。

○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン
外
観
／
翌
日
午
後

Ｎ

「
発
見
さ
れ
た
男
性
は
昏
睡
を
続
け
て
お
り
、
何
故
エ
レ
キ
ン
グ
の

幼
体
を
育
て
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
っ
た
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
は
、
再
び

エ
レ
キ
ン
グ
が
再
び
現
れ
る
事
を
警
戒
し
て
い
た
裵
」

○
司
令
室

エ
リ
ー
、
セ
ン
シ
ン
グ
機
能
を
フ
ル
に
し
解
析
中
。
モ
ニ
タ

に
は
、
二
話
で
の
エ
レ
キ
ン
グ
の
姿
が
映
っ
て
い
る
。

１



ヒ
ジ
カ
タ
「
こ
の
怪
獣
は
か
つ
て
、
一
人
の
女
性
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
電

気
を
食
ら
う
怪
獣
に
成
長
し
た
…
…
」

エ
リ
ー
「
科
学
解
析
ル
ー
ム
の
イ
ト
イ
ガ
ワ
技
官
か
ら
で
す
」

と
、
モ
ニ
タ
に
映
る
技
官
。

モ
ニ
タ
内
イ
ト
イ
ガ
ワ
「
隊
長
、
エ
レ
キ
ン
グ
幼
体
は
、
人
工
的
に
作
ら
れ

た
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
様
で
す
」

カ
イ
ト
「
（
呟
く
）
誰
か
が
作
っ
た
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
侵
略
者
…
…
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
引
き
続
き
か
か
っ
て
く
れ
。
エ
リ
ー
、
何
か
判
っ
た
か
」

エ
リ
ー
「
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
と
、
前
回
出
現
し
た
エ
レ
キ
ン
グ
に
共
通
す
る

周
波
数
の
電
磁
波
が
、
都
内
数
カ
所
か
ら
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
非
常
に
微
弱
で
、
場
所
の
特
定
は
困
難
で
す
」

シ
ョ
ー
ン
「
（
愕
然
）
ど
れ
だ
け
の
エ
レ
キ
ン
グ
、
育
て
ら
れ
て
る
ん
だ
」

コ

バ
「
一
斉
に
そ
い
つ
ら
が
巨
大
化
し
た
ら
裵
裵
、
我
々
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
、
い

や
、
マ
ッ
ク
ス
が
い
た
と
し
て
も
防
ぐ
事
は
困
難
で
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
早
期
に
幼
体
を
発
見
す
る
必
要
が
あ
る
。
エ
リ
ー
、
エ
レ

キ
ン
グ
の
固
有
周
波
数
デ
ー
タ
を
解
析
」

エ
リ
ー
「
は
い
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
ミ
ズ
キ
、
カ
イ
ト
は
地
上
か
ら
。
コ
バ
、
シ
ョ
ー
ン
は
東
京
上

空
で
探
索
」

隊

員
「
了
解
！
」

○
ベ
ー
ス
タ
イ
タ
ン飛

び
立
つ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
２
号
。

○
海
底
ト
ン
ネ
ル
／
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
車
内

硬
い
顔
で
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
る
ミ
ズ
キ
。
カ
イ
ト
、
横
目

で
ち
ら
と
見
裵
裵

カ
イ
ト
「
裵
裵
こ
う
や
っ
て
、
二
人
で
出
動
す
る
事
、
多
い
よ
ね
（
苦
笑
）
」

ミ
ズ
キ
「
（
視
線
送
ら
ず
硬
い
声
）
任
務
中
よ
。
私
語
は
し
な
い
で
」

カ
イ
ト
「
（
え
…
…
）
」

ミ
ズ
キ
、
無
言
で
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
操
作
。
ナ
ビ
画
面
に

２



周
波
数
サ
ー
チ
中
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

同
じ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
モ
ニ
タ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
ワ
ッ
チ
し
て
い
る
シ
ョ
ー
ン
。
操
縦
は
コ
バ
。

○
司
令
室

モ
ニ
タ
に
は
、
病
院
の
医
師
が
映
っ
て
い
る
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
収
容
さ
れ
た
男
性
は
未
だ
意
識
が
戻
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」

モ
ニ
タ
内
医
師
「
（
頷
き
）
肉
体
に
損
傷
は
見
当
た
ら
な
い
ん
で
す
が
、
衰

弱
が
激
し
い
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
事
が
…
…
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
そ
れ
は
？
」

医

師
「
え
え
。
患
者
の
脳
波
を
と
っ
て
み
た
ん
で
す
が
、
ア
ル
フ
ァ
昏
睡

状
態
に
あ
る
ん
で
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
ア
ル
フ
ァ
昏
睡
？
」

医

師
「
ア
ル
フ
ァ
波
以
外
の
、
つ
ま
り
通
常
の
脳
波
が
極
め
て
弱
っ
た
状

態
で
、
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
脳
波
な
ん
で
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
…
…
（
思
案
）
」

○
都
内

走
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
。

そ
の
上
空
を
飛
ん
で
行
く
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
２
号
。

○
ア
ル
フ
ァ
車
内

周
波
数
モ
ニ
タ
の
画
面
を
見
つ
め
て
い
た
カ
イ
ト
。
し
か
し

反
応
な
く
、
嘆
息
。

カ
イ
ト
「
（
焦
燥
）
く
そ
…
…
。
ど
こ
に
い
る
ん
だ
…
…
」

無
言
で
運
転
し
て
い
た
ミ
ズ
キ
、
車
を
止
め
る
。

カ
イ
ト
「
？
」

３



○
路
地

ミ
ズ
キ
、
自
販
機
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
二
つ
買
い
、
車
か
ら
降

り
て
待
っ
て
い
た
カ
イ
ト
に
一
つ
渡
す
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
あ
り
が
と
う
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
（
ぽ
つ
り
と
）
カ
イ
ト
隊
員
は
、
ど
う
し
て
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
入
り
た

い
っ
て
思
っ
た
の
？
」

カ
イ
ト
「
え
？
裵
裵
俺
は
…
…
、
何
で
だ
ろ
う
…
…
。
隊
員
募
集
が
告
知
さ

れ
た
時
、
俺
は
絶
対
に
入
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
思
っ
た
ん
だ
」

ミ
ズ
キ
「
…
…
」

カ
イ
ト
「
（
苦
笑
）
な
れ
る
保
証
な
ん
て
何
も
な
か
っ
た
け
ど
ね
。
で
も
、

俺
が
一
番
や
り
甲
斐
を
感
じ
る
仕
事
だ
っ
て
思
え
た
…
…
。
ミ
ズ

キ
隊
員
は
、
ど
う
し
て
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
？
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
あ
た
し
は
裵
裵
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
で
既
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
し
、

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
入
れ
て
当
然
、
っ
て
思
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
「
思
い
上
が
っ
て
る
っ
ぽ
い
で
し
ょ
。
で
も
そ
う
な
の
…
…
。
カ
イ

ト
隊
員
と
最
初
逢
っ
た
時
、
何
で
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
に
入
る
事
に
、
そ
こ

ま
で
拘
っ
て
る
の
か
理
解
出
来
な
か
っ
た
…
…
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
微
笑
）
あ
の
時
の
俺
、
無
謀
だ
っ
た
し
ね
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
」ミ

ズ
キ
、
じ
っ
と
カ
イ
ト
の
目
を
見
つ
め
る
。

カ
イ
ト
、
ミ
ズ
キ
の
気
持
ち
が
自
分
に
向
い
て
い
る
の
を
察

し
、
ど
ぎ
ま
ぎ
。
視
線
を
逸
ら
す
。

と
裵
裵
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
の
サ
ー
チ
画
面
が
ア
ラ
ー
ム

と
共
に
明
滅
。
「F

r
e
q
u
e
n
c
y

C
a
t
c
h
e
d

」

カ
イ
ト
「
！

近
く
に
い
る
！
」

ミ
ズ
キ
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
パ
ッ
ド
を
手
に
辺
り
を
見
回
し
裵
裵

と
あ
る
古
い
ビ
ル
を
見
る
。

ミ
ズ
キ
「
あ
っ
ち
よ
！
」

○
ビ
ル
室
内

抽
象
的
な
空
間
に
入
っ
て
く
る
、
カ
イ
ト
と
ミ
ズ
キ
。

４



片
手
に
防
電
磁
ケ
ー
ジ
、
片
手
に
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
パ
ッ
ド
を
持
つ

ミ
ズ
キ
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
パ
ッ
ド
に
は
強
い
反
応
が
出
て
い
る
。

ミ
ズ
キ
「
（
小
声
）
カ
イ
ト
隊
員
、
警
戒
し
て
」

カ
イ
ト
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ラ
イ
ザ
ー
に
ス
タ
ン
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

素
早
く
装
填
。

カ
イ
ト
「
！
」

部
屋
の
奥
に
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
デ
ィ
ナ
ー
の

セ
ッ
ト
が
さ
れ
て
い
る
。
メ
イ
ン

デ
ィ
シ
ュ
の
皿
に
は
幼

体
エ
レ
キ
ン
グ
が
蠢
い
て
い
た
。

ミ
ズ
キ
「
（
嫌
悪
）
何
よ
こ
れ
…
…
」

幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
に
見
入
る
ミ
ズ
キ
。
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
は

ア
ン
テ
ナ
が
回
転
し
て
い
る
。

見
入
る
ミ
ズ
キ
の
顔
か
ら
、
徐
々
に
表
情
が
消
え
て
い
く
。

カ
イ
ト
「
（
警
戒
し
見
回
し
）
ミ
ズ
キ
隊
員
、
幼
体
を
ケ
ー
ジ
に
早
く
裵
裵
」

裵
裵
裵
、
く
す
く
す
と
い
う
女
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
。

銃
を
構
え
見
回
す
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
誰
が
い
る
！

出
て
来
い
！
」

ミ
ズ
キ
は
全
く
聞
こ
え
て
い
な
い
様
子
で
、
幼
体
に
手
を
差

し
伸
ば
し
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
隊
員
！
」

ミ
ズ
キ
、
突
如
全
身
か
ら
力
を
失
い
そ
の
場
に
倒
れ
る
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ!

!
!
!

」

と
！

カ
イ
ト
の
耳
に
つ
ん
ざ
く
ノ
イ
ズ
。

カ
イ
ト
「
う
っ
（
耳
を
抑
え
）
」

カ
イ
ト
を
挟
ん
で
、
二
人
の
若
い
女
が
姿
を
見
せ
る
。

カ
イ
ト
「
！

誰
だ
！
」

ピ
ッ
ト

レ
オ
ー
ル
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
、
こ
の
星
か
ら
手
を
引
い

て
欲
し
い
の
」

カ
イ
ト
「
（
愕
然
）
裵
裵
お
前
達
は
…
…
」

ピ
ッ
ト

ノ
ヴ
ー
「
私
達
は
ピ
ッ
ト
星
か
ら
来
て
た
の
よ
。
あ
な
た
だ
っ
て

他
の
星
か
ら
来
て
、
勝
手
な
事
し
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
」

カ
イ
ト
「
（
憤
怒
）
地
球
で
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る!

?

」

ピ
ッ
ト

レ
オ
ー
ル
「
（
冷
笑
）
人
間
の
あ
な
た
に
は
話
し
て
な
い
の
。
そ

っ
か
…
…
、
マ
ッ
ク
ス
は
普
段
は
自
由
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
」

５



徐
々
に
カ
イ
ト
に
近
づ
く
二
人
の
ピ
ッ
ト
星
人
。

カ
イ
ト
「
近
づ
く
と
、
撃
つ
！
」

ピ
ッ
ト

ノ
ヴ
ー
「
（
く
く
く
く
）
撃
て
る
？

あ
た
し
た
ち
を
」

美
し
い
女
達
の
姿
の
者
を
、
カ
イ
ト
は
撃
て
な
い
。

カ
イ
ト
「
く
そ
お
お
っ
っ
っ
っ
っ
！
」

カ
イ
ト
、
銃
で
は
な
く
、
腕
で
女
た
ち
に
向
か
っ
て
い
く
。

し
か
し
ピ
ッ
ト
星
人
は
カ
イ
ト
を
上
回
る
格
闘
能
力
で
、
カ

イ
ト
を
痛
め
つ
け
る
。

カ
イ
ト
「
ぐ
わ
あ
っ
っ
！
」

二
人
、
被
さ
る
様
に
立
ち
裵
裵
、
微
笑
み
合
っ
て
い
る
。

カ
イ
ト
の
脇
に
は
、
気
を
失
っ
て
い
る
ミ
ズ
キ
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
裵
裵
」

ピ
ッ
ト

レ
オ
ー
ル
、
カ
イ
ト
に
顔
を
近
づ
け
裵
裵
、
カ
イ

ト
か
ら
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
を
取
り
出
す
。

カ
イ
ト
「
や
め
ろ
！

そ
れ
は
裵
裵
」

手
を
伸
ば
す
カ
イ
ト
を
、
ノ
ヴ
ー
、
衝
撃
波
で
打
ち
つ
け
る
。

カ
イ
ト
「
が
あ
あ
っ!

!

」

後
頭
部
を
打
ち
つ
け
る
カ
イ
ト
。

二
人
の
ピ
ッ
ト
、
部
屋
か
ら
駆
け
出
て
行
く
。

カ
イ
ト
「
く
っ
裵
裵
」

必
死
に
起
き
上
が
ろ
う
と
し
て
ミ
ズ
キ
に
手
を
差
し
伸
ば
す
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

司
令
室
か
ら
着
信
。

コ

バ
「
こ
ち
ら
コ
バ
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
声
）
地
上
の
カ
イ
ト
か
ら
救
援
要
請
が
入
っ
た
。
座
標

を
送
る
か
ら
向
か
っ
て
く
れ
」

コ

バ
「
了
解
！
」

操
縦
桿
を
回
し
始
め
る
コ
バ
裵
裵
、
突
如
、
そ
れ
ま
で
何
も

無
か
っ
た
虚
空
、
そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
巨
大
な
何

か
と
ニ
ア
ミ
ス
。

コ

バ
「
な
っ!

!

今
の
は
何
だ!

?

（
緊
急
退
避
操
作
）
」

シ
ョ
ー
ン
「
レ
ー
ダ
ー
に
は
何
も
映
っ
て
な
い
！
」

６



○
基
地
廊
下

寝
台
に
乗
せ
ら
れ
、
運
ば
れ
て
い
く
ミ
ズ
キ
隊
員
。

ケ
ー
ジ
を
持
ち
、
心
配
そ
う
に
見
送
る
カ
イ
ト
の
額
か
ら
は
、

少
し
血
が
滲
ん
で
い
る
。

○
司
令
室
／
夕
刻

カ
イ
ト
か
ら
報
告
を
受
け
思
案
し
て
い
る
ヒ
ジ
カ
タ
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
や
は
り
侵
略
者
か
…
…
」

カ
イ
ト
「
し
か
し
、
単
に
電
気
を
奪
う
だ
け
の
目
的
と
は
思
え
な
い
ん
で
す
。

何
か
裵
裵
、
何
か
も
っ
と
恐
ろ
し
い
事
を
…
…
」

エ
リ
ー
「
隊
長
、
イ
ト
イ
ガ
ワ
技
官
か
ら
で
す
」

画
面
内
イ
ト
イ
ガ
ワ
「
ヒ
ジ
カ
タ
隊
長
、
生
き
て
い
る
幼
体
の
解
析
は
こ
れ

か
ら
な
ん
で
す
が
、
一
つ
判
明
し
た
事
が
あ
り
ま
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
？
」

イ
ト
イ
ガ
ワ
「
エ
レ
キ
ン
グ
の
ア
ン
テ
ナ
は
、
電
波
を
吸
収
す
る
為
の
も
の

で
す
が
、
そ
の
周
波
数
は
人
間
の
脳
波
と
極
め
て
近
い
ん
で
す
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
慄
然
）
裵
裵
な
ん
だ
と
…
…
」

イ
ト
イ
ガ
ワ
「
人
間
の
脳
の
活
動
は
微
弱
な
電
気
が
支
え
て
い
ま
す
。
エ
レ

キ
ン
グ
は
、
人
間
の
脳
波
を
吸
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
裵
裵
（
背
後
に
誰
か
入
っ
て
き
た
の
に
気
づ
き
）
あ
あ
ッ
ッ
！
」

電
光
が
イ
ト
イ
ガ
ワ
を
包
み
、
イ
ト
イ
ガ
ワ
倒
れ
る
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
技
官!
!

」

と
裵
裵
、
一
瞬
画
面
を
過
る
ミ
ズ
キ
ら
し
き
女
の
姿
。

カ
イ
ト
「
！
」

モ
ニ
タ
映
像
、
ノ
イ
ズ
に
か
き
消
え
る
。

カ
イ
ト
、
胸
騒
ぎ
に
司
令
室
を
飛
び
出
す
。

○
メ
デ
ィ
カ
ル

ル
ー
ム

飛
び
込
ん
で
く
る
カ
イ
ト
。

と
、
倒
れ
て
い
る
白
衣
の
メ
デ
ィ
カ
ル
班
隊
員
。
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カ
イ
ト
「!

?

大
丈
夫
か!

?

」

抱
き
起
こ
す
カ
イ
ト
。
呻
く
隊
員
。

ミ
ズ
キ
が
寝
て
い
た
寝
台
が
倒
れ
、
そ
の
姿
が
消
え
て
い
る
。

カ
イ
ト
「!

?

ミ
ズ
キ
隊
員
は!

?

」

メ
デ
ィ
カ
ル
班
隊
員
「
急
に
…
…
、
暴
れ
だ
し
て
…
…
」

カ
イ
ト
「
（
暗
然
）
裵
裵
」

と
！

基
地
全
体
に
響
く
警
報
音
。

カ
イ
ト
「
（
パ
ッ
ド
に
）
隊
長
！

ミ
ズ
キ
隊
員
が
！
」

パ
ッ
ド
内
隊
長
「
（
深
刻
な
顔
）
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
を
奪
っ
て
、
今
基
地
か

ら
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
で
逃
げ
出
し
た
」

カ
イ
ト
「
（
愕
然
）
裵
裵
（
強
い
顔
に
）
自
分
が
行
き
ま
す
！
」

○
湾
岸
の
道
／
夜

基
地
か
ら
猛
然
と
走
り
出
て
く
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ド
ゥ
カ
。

カ
ウ
ル
内
の
モ
ニ
タ
に
は
、
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
の
反
応
。

カ
イ
ト
「

(

モ
ノ)

俺
が
必
ず
連
れ
戻
す
！

待
っ
て
て
く
れ
、
ミ
ズ
キ
」

○
司
令
室

メ
イ
ン
モ
ニ
タ
に
ワ
ー
ニ
ン
グ
。

エ
リ
ー
「
エ
リ
ア
Ｄ
Ｆ－

５
４
４
に
エ
レ
キ
ン
グ
出
現
」

都
内
に
出
現
し
た
エ
レ
キ
ン
グ
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
る
。

シ
ョ
ー
ン
「O

h
,
M
y
.
.
.

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
コ
バ
、
シ
ョ
ー
ン
、
出
動
！

エ
レ
キ
ン
グ
の
活
動
を
阻
止
せ

よ
！
」

コ
バ＋

シ
ョ
ー
ン
「
了
解
！
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
私
も
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
で
出
る
」

エ
リ
ー
「
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
、
発
進
準
備
」

○
基
地
／
バ
ー
ド

カ
タ
パ
ル
ト

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
１
、
２
発
進
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
。
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○
都
内

疾
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ド
ゥ
カ
。

斜
め
前
方
の
ビ
ル
越
し
に
、
エ
レ
キ
ン
グ
の
姿
が
見
え
る
。

カ
イ
ト
「
（
モ
ノ
）
く
そ
っ
！

こ
ん
な
時
に
！
」

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
１
号
／
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「
コ
バ
隊
員
！

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
あ
の
ア
ン
テ
ナ
だ
！
」

コ

バ
「
了
解
！

あ
い
つ
の
吐
く
プ
ラ
ズ
マ
に
気
を
つ
け
ろ
！
」

○
ビ
ル
街

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

ア
タ
ッ
ク
を
か
け
る
二
機
。

エ
レ
キ
ン
グ
、
口
か
ら
弧
状
の
プ
ラ
ズ
マ
を
吐
く
。

か
わ
す
１
号
。

そ
の
隙
に
ア
ン
テ
ナ
を
狙
う
２
号
。

○
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「G

o
t
c
h
a
!

」

が
！

突
如
キ
ャ
ノ
ピ
ー
越
し
に
エ
レ
キ
ン
グ
の
尻
尾
が
２

号
を
叩
き
落
と
さ
ん
と
迫
っ
て
く
る
。

シ
ョ
ー
ン
「N

o
o
o
o
o
o
!
!
!
!

」

咄
嗟
に
操
縦
桿
を
引
く
シ
ョ
ー
ン
。

○
ビ
ル
街

す
ん
で
で
激
突
を
免
れ
、
急
上
昇
す
る
２
号
。

○
都
内
（
場
所
適
宜
）

ア
ル
フ
ァ
が
乗
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
ズ
キ
、
車
か
ら
や
や
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離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
ち
、
幼
体
の
長
い
尾
を
首
に
巻
き
つ
か

せ
、
愛
で
て
い
る
。

バ
イ
ク
を
止
め
、
駆
け
寄
っ
て
い
く
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ!

!

」

ミ
ズ
キ
は
見
向
き
も
し
な
い
。

カ
イ
ト
、
近
づ
こ
う
と
す
る
と
裵
裵
、

幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
、
小
さ
い
プ
ラ
ズ
マ
を
吐
き
だ
す
。

カ
イ
ト
「
く
っ
っ
！
」

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
１
／
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン＋

コ
バ
「
お
お
お
お
お
お
っ
っ
っ
っ
っ!

!
!
!
!
!

」

○
ビ
ル
街

二
機
の
バ
ー
ド
、
き
り
も
み
の
様
に
エ
レ
キ
ン
グ
に
攻
撃
。

エ
レ
キ
ン
グ
の
ア
ン
テ
ナ
、
片
方
が
破
損
。

コ

バ
「

(

オ
フ)

お
っ
し
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
！

も
う
片
方
行
く
ぜ
！
」

と!
!

１
号
の
真
上
か
ら
凄
ま
じ
い
火
球
が
落
ち
、
１
号
の

翼
を
破
砕
！

○
１
／
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

コ

バ
「
う
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ!

!

」

シ
ョ
ー
ン
「W
h
a
t

H
a
p
p
e
n
e
d
!
?

コ
バ
隊
員!

!

」

○
ビ
ル
街

１
号
、
煙
を
上
げ
な
が
ら
降
下
し
て
い
く
。

○
１
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
無
線
声
）
コ
バ
！

脱
出
し
ろ!

!

」
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コ

バ
「
き
し
ょ
う!

!

」

コ
バ
、
イ
ジ
ェ
ク
ト
操
作
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
、
上
空
を
見
る
が
何
も
見
え
な
い
。

ヒ
ジ
カ
タ
「
見
え
な
い
侵
略
者
が
い
る
…
…
」

エ
リ
ー
「
（
無
線
声
）
隊
長
、
エ
リ
ア
Ｆ
Ｔ－

２
３
１
に
も
う
一
体
、
エ
レ

キ
ン
グ
が
出
現
し
ま
し
た
」

ヒ
ジ
カ
タ
「
（
苦
渋
）
裵
裵
マ
ザ
ー
は
そ
ち
ら
へ
向
か
う
。
シ
ョ
ー
ン
、
こ

い
つ
を
何
が
何
で
も
仕
留
め
ろ
」

シ
ョ
ー
ン
「
（
無
線
声
）
了
解
！
」

○
都
内

立
ち
上
が
る
カ
イ
ト
裵
裵
。

カ
イ
ト
「
ミ
ズ
キ
裵
裵
、
君
は
強
い
筈
だ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
、
カ
イ
ト
を
ぼ
う
っ
と
見
つ
め
る
。

カ
イ
ト
、
ダ
ッ
シ
ュ
し
、
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
を
ミ
ズ
キ
か
ら

奪
う
。

カ
イ
ト
「
だ
あ
あ
あ
っ
っ
っ!

!

」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵!

?

」
幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
、
尾
を
カ
イ
ト
の
首
に
巻
き
付
け
る
。

カ
イ
ト
の
全
身
に
走
る
電
光
。

カ
イ
ト
「
（
苦
悶
）
が
あ
あ
っ
っ
っ!

!

裵
裵

そ
っ
、
そ
う
だ
っ
裵
裵
。
俺

に
憑
り
つ
け
！

俺
の
脳
波
を
食
う
ん
だ
！
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
我
に
返
り
）
カ
イ
ト
隊
員!

?

あ
た
し
何
で
…
…
」

カ
イ
ト
「
（
激
し
い
苦
痛
に
堪
え
つ
つ
笑
み
を
浮
か
べ
）
ミ
ズ
キ
裵
裵
」

ミ
ズ
キ
、
カ
イ
ト
に
近
づ
こ
う
と
す
る
。

カ
イ
ト
「
近
づ
く
な!

!

」

ミ
ズ
キ
「!

?

」

カ
イ
ト
「
こ
い
つ
は
人
間
の
脳
波
を
食
い
尽
く
す
」

ミ
ズ
キ
「
え
え
っ!

?

裵
裵
」

と
、
背
後
の
爆
発
音
に
振
り
向
く
ミ
ズ
キ
。
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エ
レ
キ
ン
グ
と
戦
う
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ザ
ー
が
見
え
る
。

カ
イ
ト
「
隊
長
達
が
戦
っ
て
い
る
…
…
。
早
く
…
…
、
君
も
復
帰
す
る
ん
だ
」

ミ
ズ
キ
「
（
被
り
を
振
り
）
カ
イ
ト
隊
員
が
あ
た
し
を
助
け
て
く
れ
た
！

今
は
あ
た
し
が
カ
イ
ト
隊
員
を
助
け
な
き
ゃ!

!

」

カ
イ
ト
「
（
不
敵
に
笑
み
）
裵
裵
俺
は
裵
裵
、
大
丈
夫
だ
。
俺
は
探
さ
な
き

ゃ
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
…
…
」カ

イ
ト
は
必
死
に
自
分
が
精
神
力
で
打
ち
勝
つ
事
を
、
ミ
ズ

キ
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

カ
イ
ト
「
君
は
、
ち
ゃ
ん
と
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
の
隊
員
な
ん
だ

ろ
…
…
。
君
に
は
今
、
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
事
が
あ
る
ん
だ
…
…
」

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
」

○
２
号
／
マ
ザ
ー
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
っ
っ
っ
っ
っ!

!

」

ヒ
ジ
カ
タ
「
裵
裵
（
静
か
に
怒
り
を
湛
え
）
裵
裵
」

○
都
内

頭
上
の
闘
い
を
見
上
げ
て
い
た
ミ
ズ
キ
裵
裵
、
パ
ッ
ド
に

ミ
ズ
キ
「
エ
リ
ー
、
バ
ー
ド
３
を
オ
ー
ト
で
出
し
て
！
」

エ
リ
ー
「
（
無
線
声
）
了
解
。
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
バ
ー
ド
３
を
オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

で
発
進
さ
せ
ま
す
」

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
頷
く
）
」

ミ
ズ
キ
「
カ
イ
ト
…
…
」

ミ
ズ
キ
、
強
い
顔
に
な
っ
て
バ
イ
ク
ま
で
走
り
、
跨
が
っ
て

走
り
出
す
。

幼
体
エ
レ
キ
ン
グ
の
ア
ン
テ
ナ
の
回
転
早
ま
り
、
再
び
全
身

に
光
が
走
っ
て
苦
し
む
カ
イ
ト
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
モ
ノ
）
俺
の
全
て
を
吸
い
尽
く
す
つ
も
り
か
…
…
」

カ
イ
ト
の
首
に
巻
き
つ
く
幼
体
の
尾
。

だ
が
裵
裵
、
カ
イ
ト
は
強
靱
な
意
志
の
光
を
目
に
浮
か
べ
、
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幼
体
を
強
く
握
る
。

カ
イ
ト
「
マ
ッ
ク
ス
に
な
れ
な
く
た
っ
て
裵
裵
、
俺
は
、
俺
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
！
」

カ
イ
ト
の
躯
か
ら
オ
ー
ラ
の
様
に
光
が
浮
か
び
裵
裵
、
幼
体

の
ア
ン
テ
ナ
に
そ
の
光
が
逆
流
し
て
い
く
。

カ
イ
ト
「
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
っ
っ
っ!

!
!
!

」

幼
体
、
激
し
く
身
を
捩
ら
せ
、
煙
を
上
げ
始
め
る
。

幼
体
の
ア
ン
テ
ナ
か
ら
発
す
る
光
線
は
、
天
空
へ
伸
び
裵
裵

○
東
京
上
空

地
上
か
ら
伸
び
た
光
線
、
虚
空
に
焦
点
を
結
ぶ
。

と
裵
裵
、
不
可
視
状
態
だ
っ
た
ピ
ッ
ト
星
人
円
盤
が
、
不
安

定
な
態
勢
で
姿
を
見
せ
始
め
た
。

○
司
令
室

エ
リ
ー
「
東
京
上
空
に
侵
略
者
と
思
わ
れ
る
飛
行
物
体
を
確
認
」

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
こ
の
星
は
俺
た
ち
が
守
っ
て
い
る
ん
だ
！
」

ヒ
ジ
カ
タ
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
操
作
。

○
東
京
上
空

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
か
ら
一
斉
に
放
た
れ
る
大
型
ミ
サ
イ
ル
。

円
盤
、
一
部
を
破
壊
さ
れ
、
内
部
構
造
が
覗
く
。

が
、
マ
ザ
ー
に
向
け
、
プ
ラ
ズ
マ
火
球
が
放
た
れ
た
。

○
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
マ
ザ
ー
／
コ
ク
ピ
ッ
ト

ヒ
ジ
カ
タ
「
ぬ
ぅ
ぅ
ぅ
っ
っ
！
（
渾
身
の
力
で
操
縦
桿
を
切
る
）
」

○
ビ
ル
の
部
屋
裵
裵
だ
っ
た
場
所
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そ
こ
は
ピ
ッ
ト
円
盤
の
内
部
だ
っ
た
。

激
し
い
振
動
。
そ
し
て
、
デ
ィ
ナ
ー

セ
ッ
ト
の
テ
ー
ブ
ル

に
は
多
く
の
幼
体
の
死
体
が
ぼ
う
っ
、
と
出
現
し
て
い
く
。

ピ
ッ
ト

レ
オ
ー
ル
「
子
ど
も
た
ち
が!

!

」

ピ
ッ
ト

ノ
ヴ
ー
「
脳
波
を
逆
流
さ
せ
ら
れ
た
の
よ!

!

人
間
の
く
せ
に!

!

」

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
マ
ッ
ク
ス
ス
パ
ー
ク
も
置
か
れ
て
い
た
。

○
都
内

カ
イ
ト
が
組
み
伏
せ
て
い
た
幼
体
、
光
と
共
に
消
失
し
て
い

く
。
カ
イ
ト
、
立
ち
上
が
っ
て
空
を
見
上
げ
る
。

カ
イ
ト
「
裵
裵
（
覚
悟
）
」

ア
ル
フ
ァ
車
内
に
素
早
く
乗
り
込
み
、
発
進
さ
せ
る
カ
イ
ト
。

猛
然
と
速
度
を
上
げ
裵
裵
、
ア
ル
フ
ァ
、
飛
行
形
態
に
。

空
に
向
か
っ
て
飛
翔
し
て
い
く
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
。

○
ビ
ル
街

一
本
角
の
エ
レ
キ
ン
グ
、
シ
ョ
ー
ン
の
２
号
を
執
拗
に
攻
撃
。

○
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「

(

オ
フ)

く
そ
！

逃
げ
き
れ
な
い
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ!

!

」

○
ビ
ル
街

と
！

太
陽
を
背
に
飛
来
し
、
エ
レ
キ
ン
グ
の
角
を
攻
撃
す

る
機
影
が
。

○
２
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

シ
ョ
ー
ン
「!

?

裵
裵
ミ
ズ
キ
！

I
L
o
v
e

Y
o
u
!

」
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○
３
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「
（
ニ
ヤ
）
シ
ョ
ー
ン
！

角
に
集
中
攻
撃
よ
！
」

シ
ョ
ー
ン
「

(

オ
フ
／
無
線
）A

l
'
r
i
g
h
t
!

」

○
ビ
ル
街

両
サ
イ
ド
か
ら
挟
み
撃
ち
で
エ
レ
キ
ン
グ
を
攻
撃
す
る
バ
ー

ド
二
機
。

遂
に
！

エ
レ
キ
ン
グ
一
体
が
崩
れ
る
。

シ
ョ
ー
ン
「

(

オ
フ
／
無
線
）Y

h
a
a
a
a
a
a
a
h
h
h
h
h
o
o
o
o
o
o
!
!
!
!

」

○
円
盤
内

ピ
ッ
ト

ノ
ヴ
ー
「
下
等
な
人
間
の
く
せ
に!

!
」

と
！

激
し
い
振
動
に
足
を
ぐ
ら
つ
か
せ
る
。

○
東
京
上
空

攻
撃
を
し
な
が
ら
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
が
円
盤
に
接
近
。

○
車
内

カ
イ
ト
「!

!

」
円
盤
、
こ
ち
ら
に
向
け
て
火
球
を
放
つ
の
が
見
え
た
！

カ
イ
ト
、
ド
ア
を
開
き
、
跳
躍
！

○
東
京
上
空

火
球
に
蒸
発
さ
せ
ら
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ル
フ
ァ
。

カ
イ
ト
「
だ
あ
あ
あ
あ
っ
っ
っ
！
」

円
盤
の
上
面
に
降
下
し
て
い
く
カ
イ
ト
裵
裵
、
円
盤
に
向
け

Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ラ
イ
ザ
ー
の
榴
弾
を
連
続
射
撃!

!
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○
円
盤
内

本
来
の
言
語
で
け
た
た
ま
し
く
会
話
す
る
ピ
ッ
ト
星
人
。

ミ
ズ
キ
の
３
号
に
向
け
、
火
球
を
放
つ
。

○
３
号
コ
ク
ピ
ッ
ト

ミ
ズ
キ
「!

!

」
す
ん
で
で
火
球
を
か
わ
す
が
裵
裵
、

○
東
京
上
空

翼
の
端
を
破
砕
さ
れ
、
不
安
定
に
な
る
３
号
。

○
円
盤
内

階
段
を
降
り
て
く
る
カ
イ
ト
。

ピ
ッ
ト
星
人
、
本
来
の
昆
虫
の
如
き
顔
に
変
容
し
、
カ
イ
ト

に
襲
い
か
か
る
。

し
か
し
、
今
は
カ
イ
ト
も
素
早
い
！

レ
ー
ザ
ー

シ
リ
ン
ダ
ー
に
素
早
く
交
換
。

レ
オ
ー
ル
、
そ
し
て
ノ
ヴ
ー
を
次
々
と
撃
ち
倒
す
。

○
東
京
上
空

姿
勢
を
大
き
く
揺
ら
が
せ
、
降
下
し
始
め
る
円
盤
。

○
円
盤
内

カ
イ
ト
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
マ
ッ
ク
ス

ス
パ
ー
ク
を
手
に
し
、

そ
れ
を
掲
げ
る
。

○
変
身
シ
ー
ク
ェ
ン
ス

１６



カ
イ
ト
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
へ
。

○
東
京
上
空

爆
発
す
る
円
盤
裵
裵
。

そ
の
粉
塵
の
中
か
ら
現
れ
る
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
マ
ッ
ク
ス
。

○
３
号
コ
ク
ピ
ッ
ト必

死
に
機
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
ミ
ズ
キ
裵
裵
、

ミ
ズ
キ
「
マ
ッ
ク
ス
裵
裵
」

マ
ッ
ク
ス
、
ミ
ズ
キ
機
に
近
づ
き
裵
裵
、
そ
っ
と
機
体
を
手

に
と
る
。

キ
ャ
ノ
ピ
ー
越
し
に
見
え
る
マ
ッ
ク
ス
の
顔
裵
裵
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
（
何
か
を
感
じ
る
）
」

○
ビ
ル
街

飛
来
し
た
マ
ッ
ク
ス
、
１
号
を
そ
っ
と
地
上
に
降
ろ
し
裵
裵

暴
れ
て
い
る
エ
レ
キ
ン
グ
に
立
ち
向
か
う
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
」マ

ッ
ク
ス
対
エ
レ
キ
ン
グ
。

も
う
エ
レ
キ
ン
グ
は
マ
ッ
ク
ス
の
敵
で
は
な
い
。

プ
ラ
ズ
マ
を
吐
く
も
、
全
て
マ
ッ
ク
ス
は
腕
で
弾
き
飛
ば
し
、

そ
の
ま
ま
エ
レ
キ
ン
グ
目
掛
け
突
き
進
み
裵
裵

マ
ク
シ
ュ
ウ
ム
ソ
ー
ド
を
展
開
。

エ
レ
キ
ン
グ
を
左
右
真
っ
二
つ
に
断
ち
切
っ
た
！

蒸
発
し
ゆ
く
エ
レ
キ
ン
グ
。

○
地
上
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不
時
着
し
て
い
る
１
号
の
傍
ら
に
立
ち
、
飛
び
去
っ
て
い
く

マ
ッ
ク
ス
を
見
つ
め
て
い
る
ミ
ズ
キ
裵
裵
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
マ
ッ
ク
ス
っ
て
…
…
」

と
裵
裵
、
遠
く
後
方
か
ら
の
声
。

カ
イ
ト
「

(

オ
フ)

お
お
お
お
お
お
お
い
い
い
！
」

ミ
ズ
キ
、
振
り
向
く
。

カ
イ
ト
が
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
走
っ
て
く
る
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
カ
イ
ト
…
…
」

カ
イ
ト
、
笑
顔
で
ミ
ズ
キ
に
真
っ
直
ぐ
走
っ
て
く
る
。

ミ
ズ
キ
「
裵
裵
裵
裵
（
微
笑
）
カ
イ
ト
隊
員!

!

」

ミ
ズ
キ
も
カ
イ
ト
に
向
か
っ
て
走
り
出
そ
う
と
し
て
裵
裵

以
下
次
回
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